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１．お客様をはじめ地域の皆様へ  

  

いつも「徳島西部交通」をご利用いただき誠にありがとうございます。 

また、平素は貸切バス事業に対してご理解を賜り、心より感謝申し上げます。 

 弊社では、経営理念の第一に「安全の確保」を掲げ、経営トップから現場社

員までが法令を遵守し、日々、安全輸送に努めております。本年も重大事故ゼ

ロを目標に掲げ、お客様に安心してご利用いただけるバス会社を目指し取り組

みを進めてまいります。 

 この報告書は、輸送の安全確保のための取組みや安全の実態について、自ら

を振り返るとともに広くご理解いただくために作成し公表するものです。皆様

からの声を輸送の安全に役立てたく、積極的なご意見を頂戴できれば幸いです。 

 

平成２９年８月 

徳島西部交通株式会社 

代表取締役社長 梶原 敏彦 

 

 

 

 

 

 

 



２．安 全 方 針  

 

（１）基本方針 

 当社の経営理念の第一は、安全の確保です。「安全綱領」を次のように掲げ、

社長以下、社員全員に周知、徹底しております。 

（２）安全目標 

 平成２９年度の輸送安全目標は、下表のとおりです。引き続き社員一同、目

標達成に向け取り組む所存です。 

区 分 項 目 内 容 

バス輸送安全目標 
重大事故 発生させない 

有責事故 発生させない 

 

３．事故の発生状況  

（ 

（１）重大事故 

  平成 2８年度ありません。 

（２）自然災害 

  平成 2８年度ありません。 

（３）行政指導等 

  平成 2８年度ありません。 

 

４．輸送の安全確保のための取組み  

  輸送の安全を確保するため下記の安全対策を鋭意進めていますが、本年度以

降も引き続きこれらを積極的に進めてまいります。 

（１）事故防止対策 

事故防止年間目標を定めると共に、月ごとの事故防止目標を全社員に周知す

ることで安全意識を高め、事故防止に努めています。また、春・秋の交通安全

運動、年末年始の輸送等に関する安全総点検も積極的に推進しています。 

１）安全は、輸送業務の最大の使命である。 

２）安全の確保は、規定の遵守及び執務の厳正から始まり、不断の修練によって

築き上げられる。 

３）確認の励行と連絡の徹底は、安全の確保に最も大切である。 

４）安全の確保のためには、職責を超えて一致協力しなければならない。 

５）疑わしいときは、手落ちなく考えて、最も安全と認められるみちを採らなけ

ればならない。 



   2 年に 1 度の受講が義務付けられている運行管理者一般講習を運行管理者全

員に受講させております。 

   さらに、点呼時に於いては、アルコールチェックはもとより「健康状態・薬

の服用」についてチェックし、輸送の安全確保に努めています。               

（2）教育訓練 

 教育訓練の年間計画を立て、全乗務員に対し定期的に安全教育を実施するこ

とで安全運行に対する意識の高揚に努めています。 

   また、適性診断の受診により、各個人の持っている長所、短所（くせ）を見

出し、運転におけるそれぞれのくせに応じたアドバイスを提供することで、各

運転士が自覚し安全運転に努めています。 

（3）貸切バス事業者安全性評価認定 

お客様が安心してご利用いただけますよう「貸切バス事業者安全性評価認定」

制度を申請し、平成2７年9 月に認定を受けました。なお、29年度には更新予

定で再度、貸切バス事業者安全性評価認定を受けるよう取り組んでいます。 

今後も安全性の確保に向けた意識の向上や取り組みを継続してまいります。 

 

（４）安全のための投資と支出 

  貸切バスの一部にデジタルタコグラフを導入し、データを活用することで運

行管理及びスピード超過、急発進、急停車などの危険運転行動の抑止及び事故

防止に努めております。なお、29 年度中には全車両にデジタルタコグラフを導

入する計画です。また、全車両にドライブレコーダーを装着し事故発生時の原

因究明、事故防止対策に活用しています。 

今後も安全確保のための投資を積極的に行ってまいります。 

 

 

５．当社の安全管理体制  

 

（１）安全管理体制 

 「安全管理規程」を制定し、社長をトップとする安全管理体制を整備、組織 

内の責務を明確にし、安全性向上のための PDCA サイクルが確実に実行するよ 

う取り組んでいます。 

社長、安全統括管理者ならびに各管理者の役割及び体制は以下のとおりです。 



役 職 役  割 

社 長 輸送の安全の確保に関する最終的な責務を負う。 

安全統括管理者 

（兼務）社 長 
輸送の安全に関する業務を統括する。 

 

統括運行管理者 

（兼務）社 長 

 

安全統括管理者の指揮の下、運行管理に関する事項、

事故防止に関する事項、車両、車両設備に関する事

項及び投資計画に関する事項を統括する。 

 

執行役員統括部長 

 

安全統括管理者の指揮の下、輸送の安全確保に必要

な要員に関する事項及び予算計画に関する事項を統

括する。 

乗務員指導管理者 

運輸課長 

安全管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関す

る事項を管理する。 

 

 



（２）緊急時対応 

 重大事故や自然災害時に備え、緊急時の体制を構築しています。状況に応じ

て緊急時対策本部を設置し、復旧対策にあたります。 

 

（３）安全管理体制の見直し 

 安全マネジメント体制の PDCA サイクルが機能しているかを確認するため、

安全管理体制に対する内部監査組織を設置しています。適宜見直しを行うとと

もに継続的な改善を実施し、さらなる輸送の安全確保に取組んでまいります。 

 

６．お客様との連携  

 

（１）お客様からのご意見 

 お客様からのご意見につきましては、直ちに状況を調査し、必要な安全対策

や社員教育に活用させていただいています。また、お客様に回答が必要な場合

は、迅速に回答するよう努めています。 

 

７．ご連絡先  

  

 安全報告書へのご感想、当社の安全への取組みに対するご意見をお寄せ下さ

い。 

 

      

 
徳島西部交通株式会社 

Tel 08８３-５２-１０１０ Fax 08８３-５３-９２９７ 

E-Mail tsk2130@mail.netwave.or.jp 

月～金（祝祭日を除く）9:00～17:00 


